
円

1.施設の概要等

2.指定管理者の概要等

（単位：円）
指定期間
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務
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管理業務の実施状況

サービスの質の向上

施設・設備等の維持管理

○施設利用者数　265,522名
○各事業・施設別利用者数
　レストラン　32,179名　　　　　　　　　温 泉 館　 91,105名
　いいたかの店　134,602名 　　　　　　　飯高茶屋　  7,205名
　体験施設　431名

○新型コロナ感染対策として、従業員のマスク着用、飛沫感染防止カーテン＆パネルの設置、
アルコール消毒液の設置、換気の徹底、温泉館とレストラン利用者に対しての検温、感染防止
啓発ポスター掲示などの対策を行うことにより安全性を確保しました。
○（コロナ禍における）近隣住民サービスとして、新聞折込チラシに主要３施設のクーポンを
掲載しました。

○経年劣化により老朽化していた諸設備等の修繕を実施
○当社に指定管理協定範囲内の諸設備等の修繕を実施

事業費

法人税等

 平成 30 年　4 月　1 日　～　令和 5 年　3 月 31 日

18,225,714

平成29年度

18,285,709

133,621,055

215,130

26,240

人件費

事務費

計（B）

計（A）

営業利益等

50,113,192

5,690 2,570

-9,108,933
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収支差引額（A）-（B）

0

指定管理料

営業外収益

特別利益

　評価対象期間

支
出

指定管理施設の管理運営評価表（評価対象年度：令和２年度）

飯高地域の自然資源、人文資源等の地域資源を高度活用した憩いと潤いの場を創設し、地場産
業と観光、交流、癒し空間を有機的に結合させ、併せて就労の機会と市民のふれあいの場とし
て地域活性化を推進することを目的とする。

名 　　称

設置目的

松阪市飯高地域資源活用交流施設

所 在 地

令和　2年　4月　1日　～　令和 3年　3月　31日

17,017,301　評価対象年度指定管理料

産業文化部　西部農林水産事務所　担当部署名

150,550,000

施設の概要

設備の概要
敷地面積:10,532㎡（駐車場含む）
施設内容:木造瓦葺平屋建　5棟　延べ床面積1850.61㎡
事務所・レストラン、飯高の店・そば、休憩館、温泉館（いいたかの湯）、農産物加工施設

所 在 地

松阪市飯高町宮前177番地

指定管理者
株式会社　飯高駅

松阪市飯高町宮前177番地

151,498,748

2,393,146

事　業　収　支　実　績（税抜き額）

令和元年度

19,458,518

令和２年度

15,470,273

48,956,594

145,132,265

99,004,882

123,128,979

1,347,030

1,490,709

3,810,292

148,166,995 133,241,142

205,000

146,643,120

1,018,685-3,034,730

○交流施設の運営企画に関する業務
○交流施設の維持管理に関する業務
○交流施設の団体登録に関する業務
○交流施設の利用の許可に関する業務
○交流施設の利用料金に関する業務

名　　 称

指定管理業務の内容

1,052,300

1,500,000

158,793,949

102,592,793

51,658,285

168,775,714

43,160,000

150,000

156,144,169

2,649,780

167,200,000

1,575,714

1,887,401 205,000

123,590,000

0

300,000

98,692,547

平成28年度

18,285,709

138,087,917

920,323

平成30年度

19,280,000

1,770,000 1,376,256

100,307,016

7,349

205,000

97,664,249

142,168

5,554,518

124,132,209

47,743,003

153,891,894

519

事業計画

89,373,474

43,655,319

126,851,565

469,222

882,500

147,661,805

その他委託料

負担金
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3.指定管理者業務運営項目別評価

5

⑧利用者アンケートの実
　施

　利用者アンケートを実施し、利用者の意見・要望、満足度の把
握に努めたか。
　課題がある場合は対応策を講じたか。
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①建物・設備の保守点検

⑤非常時・緊急時の対応

　建物・設備が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の
保持がされていたか。

業務運営項目 内　　　容

5

5

5

5

④利用促進・PR

⑥意思疎通

　職員の配置状況・勤務実績は適正であったか。また、業務執行
体制（作業責任者・業務担当者）は明確になっていたか。

　管理運営業務全般について、市と指定管理者の責任者の間で十
分な連絡調整がなされていたか。

指定管理者
自己評価

　備品・什器等が適切に管理され、良好な機能が保持されていた
か。

サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上

　利用者からの意見・苦情等を受けて迅速かつ適切に処理できる
体制が整っていたか。
　また、事故、苦情に対する対応は適切であったか。

施
設
・
設
備
等
の
維
持
管
理

①施設の目的や基本方針
　の確立

②施設設置目的の達成度

③利用者数

④運営状況

⑤職員の配置状況・勤務
　実績

⑥鍵管理

②備品・什器等の保守点
　検

5

担当部署評価

5

5

3

5

判定採点

5

A

5

3

5

⑥苦情解決体制及び対応

　全ての利用者が情報を得ることができるよう適切な利用情報の
提供を行ったか。

　当該施設・事業について、広報誌やパンフレットを作成するな
ど、具体的な取組みが実施され、積極的な利用促進が図られた
か。

　事故、災害等の緊急事態発生時の危機管理マニュアルの整備や
対応体制の確立はされていたか。

⑦自主事業

5

　施設の供用日数・供用時間は守られたか。また、適正な施設の
維持管理、運営が行われたか。

　草取りや除草等を行い、利用者が快適に利用できるような良好
な景観が保たれていたか。

　敷地内は全て利用者が快適に利用できるよう清潔な状態が保た
れていたか。

　利用者ニーズに即した自主事業が実施されたか。

　地域や地域住民との交流･連携に関する取組みを実施し、地域交
流の支援を行ったか。

評　　価　　項　　目

管
理
業
務
の
実
施
状
況
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③修繕業務
　点検によって異常が認められた場合には、速やかに修繕・交
換・整備・調整等の適切な処置を講じたか。

【（注1）のみ指定管理施設の管理運営評価表作成要項の評価基準1-（2）の採点基準にて評価】

①施設利用状況及び利用
　者数増加への取組み

②利用者の平等な利用

　自主事業や運営方法の工夫等利用者数増加に向けた具体的な取
組みはあったか。(注1)

　個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じないよ
う、施設のサービス水準を確保するための取組みを行ったか。

　鍵の管理は適切であったか。

A

④樹木・植栽等管理業務

A A

⑤清掃業務

⑦各種管理記録等の整備
　・保管

　施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針が確立されて
いたか。
　また、職員は理解していたか。

　施設の管理運営を通して、施設の設置目的は達成されたか。

　利用者数は当初目標数を達成されたか。

判定

A

5

5

採点

3

5

③適切な情報提供

⑧地域の振興・活性化

　各種業務計画書、点検記録、整備・修繕･事故・故障等の履歴等
の各種管理記録等が整備・保管されていたか。
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4.総合評価

点数

1 劣る

評価

Ａ

Ｂ

5

4

3

2

普通

やや劣る

評価の判定基準

全てが３以上

５が半分以上かつ残りも３以上

２が含まれる

良

【所属長意見（今後の方向性等）】

コロナ後を見据えた経営の更なる効率化、若者が働ける環境
の場となるよう努めて頂きたい。又、今年もコロナ禍が続く
と思われるので、昨年同様、コロナ感染対策防止の徹底をし
て頂きたい。

担当部署評価指定管理者自己評価

【努力した点・成果等】 【評価すべき点】

　地域に活力を与える施設として、地域の雇用の場として、十分役割を果たしていると評価したい。
　農産物直売所には毎日のように朝取りの新鮮な野菜や完熟フルーツが並ぶことで、遠方からの客のみならず、町内の住民か
らも人気が高く、加えて出品者は、飯南・飯高を中心とする農家が多いため、地域農業にもよい刺激を与えていると判断した
い。
　今年もコロナ禍の影響で、売上や入込客数の伸び悩みがある程度予測されるが、今後も、飯南・飯高地域の観光・物産販売
の旗鑑拠点としての役割を意識し、引き続きよりよい経営を心掛けるとともに、独立経営が可能となるよう一層の創意工夫・
努力をお願いしたい。

【改善すべき点】 【指導すべき点】

○昨年同様、松阪市と宇陀市・東吉野村との「広域連携マッ
プ」を作成し、国道166号周辺の観光誘客を行った。
○宮前まちづくり協議会と協働し、「宮前フェスティバル・
珍布峠ウォーキング」を行い、地域との連携を深めた。
○コロナ禍において、利用者からの意見を積極的に集めて、
感染防止対策に努めた。
○「珍布峠ウォーキング」と「無料レンタサイクル」を絡め
てPRし、域内・域外利用者の利用を促した。

○コロナ後を見据えた経営の効率化
○若い人材の確保
○個々の労働賃金のアップ
○コロナ感染防止の徹底

昨年に続き、市と協力して宇陀市・東吉野村との「広域連携
マップ」を作成し、国道166号線周辺の観光誘客を行った。
「珍布峠ウォーキング」と「無料レンタサイクル」を絡めて
PRし、域内・域外利用者の利用を促した。例えば宮前まちづ
くり協議会との協働による「宮前フェスティバル・珍布峠
ウォーキング」の実施において地域との連携を深めた。
また、道の駅の性格上遠方からの客が多い施設であるが故、
コロナ禍における利用者からの意見を積極的に集めるなど、
感染防止対策に努めた点についても、評価に値する。

１が含まれる

採点基準

協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている。

協定等で定めた水準以上のサービスが提供されているとともに、独自の新たなサービス
が提供されている。

協定等で定めた水準のサービスが提供されている。

協定等で定めた水準のサービスが一部提供されていない。

協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されていない。
早急に改善が必要である。

Ｄ

優良

Ｃ
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